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平
成
25
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本
年

の
組
合
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
と
、
事
業
並
び
に
予
算

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
組
合
の
現
況
で
す

が
、
長
引
く
不
況
と
流
通
構

造
の
変
化
に
よ
り
、
団
地
の

完
成
時
に
比
べ
、
組
合
員
数

で
は
三
分
の
二
に
減
少
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

団
地
内
で
働
く
従
業
員
の

数
も
社
数
に
応
じ
て
減
少
し

て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

の
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
、
三

月
の
理
事
会
に
お
い
て
基
本

方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
要
な
事
業
と
し
て
は
、

１
、
ま
ち
づ
く
り
協
定
の

　
　

締
結

２
、
50
周
年
記
念
の
準
備

３
、
組
合
保
有
不
動
産
の

　
　

有
効
利
用
の
検
討

以
上
の
３
事
業
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
定
は
、
原

案
が
委
員
会
で
検
討
さ
れ
、

今
春
に
理
事
会
・
総
会
で
の

ご
承
認
を
頂
き
、
締
結
へ
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。（
２
ペ
ー

ジ
に
詳
細
掲
載
）

　

50
周
年
記
念
は
、
特
別
委

員
会
で
検
討
を
進
め
て
、
来

年
の
秋
に
、
式
典
挙
行
の
予

定
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

不
動
産
の
有
効
利
用
は
、

堀
内
商
店
跡
地
の
建
物
撤
去

と
売
却
を
進
め
、
運
動
場
な

ど
も
、
遊
休
状
態
な
の
で
、

利
用
を
検
討
し
ま
す
。
各
位

の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

事
業
計
画
の
内
容

　

例
年
行
っ
て
い
る
事
業
と

し
て
は
、
共
同
売
り
出
し
、

共
同
施
設
、共
同
購
入
、共
済
、

福
利
厚
生
、指
導
研
究
、広
報

な
ど
の
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

共
同
売
り
出
し
事
業
は
、

小
売
店
数
の
減
少
な
ど
が
あ

る
も
の
の
、
一
般
来
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
、
ま

た
、
消
費
者
対
象
の｢

訳
あ

り
市｣

も
活
性
化
委
の
事
業

平
成
25
年
度
の

　
　
　
　

組
合
運
営
に
つ
い
て

理
事
長　

丸
山　

正
一

と
し
て
７
月
開
催
予
定
で

す
。

　

共
同
施
設
に
つ
い
て
は
、

筑
後
40
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、適
宜
、修
理
改
修
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
更
に
、
倉
庫
、

駐
車
場
を
始
め
、
組
合
員
の

利
用
料
金
を
値
下
げ
し
、
利

用
を
し
易
く
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

共
同
購
入
は
、
現
行
の
自

動
車
用
燃
料
の
み
に
限
ら

ず
、
共
通
の
物
資
を
扱
う
よ

う
検
討
し
ま
す
。

　

共
済
事
業
も
組
合
員
で
あ

る
メ
リ
ッ
ト
を
追
及
で
き
る

よ
う
、
更
な
る
拡
充
を
図
り

ま
す
。

　

福
利
厚
生
事
業
は
、
予
算

的
に
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
参

加
者
の
ご
負
担
を
お
願
い
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
内

容
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

指
導
研
究
・
研
修
事
業
は
、

す
ぐ
に
そ
の
効
果
は
現
れ
ま

せ
ん
が
、
各
種
研
修
な
ど
を

通
じ
て
の
人
材
育
成
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
各
種
の
事
業

を
行
う
の
を
、
円
グ
ラ
フ
で

予
算
の
概
要
を
左
欄
に
お
示

し
し
ま
す
。
固
定
費
な
ど
の

比
率
が
高
い
の
で
、
賦
課
金

な
ど
の
組
合
員
の
負
担
増
を

避
け
な
が
ら
、
事
業
収
入
の

増
加
を
図
り
、
支
出
の
倹
約

に
努
め
る
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

懇
親
会
へ
の
ご
参
加
を

　

本
年
度
第
50
回
の
通
常
総

会
は
５
月
21
日
㈫
に
開
催
予

定
で
す
。

　

前
述
の
事
業
計
画
の
ほ
か

に
、
決
算
・
事
業
報
告
の
承

認
な
ど
が
上
程
さ
れ
、ま
た
、

本
年
は
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

総
会
後
に
予
定
さ
れ
て
い

る
懇
親
会
へ
は
、
一
社
二
名

ま
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
の
で
、
ご
来
賓
の
金

融
機
関
や
各
団
体
の
方
、
組

合
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て

い
た
だ
く
機
会
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

平
成
25
年
度
収
支
予
算
原
案

［単位：千円］
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ま
ち
づ
く
り
協
定
は
、
卸

団
地
再
整
備
委
員
会
か
ら
引

き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
特
別

委
員
会
と
し
て
、
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

協
定
の
必
要
な
背
景

　

卸
団
地
も
建
設
当
時
は
、

建
設
と
い
う
共
通
の
目
標
の

下
に
団
結
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

50
年
を
経
過
し
よ
う
と
い

う
近
年
で
は
、
組
合
員
の
業

種
・
業
態
も
変
わ
り
、
賃
貸

ア
パ
ー
ト
や
、
特
別
養
護
老

人
施
設
な
ど
の
計
画
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
そ

の
都
度
、
組
合
が
対
処
し
て

そ
れ
ら
は
排
除
し
て
来
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
も
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
は
協
定

を
制
定
、締
結
し
て
、秩
序
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
委
員
会
と
し

て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
外
部

委
員
の
協
力
も
い
た
だ
き
、

協
定
の
条
文
の
検
討
を
ほ
ぼ

終
え
、
理
事
会
へ
の
提
案
段

階
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
様
の
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
、
以
下
に
協
定
の

目
的
と
内
容
の
概
況
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

協
定
の
目
的
と
内
容

　

今
後
の
卸
団
地
と
し
て
の

良
好
な
環
境
を
維
持
し
、
魅

力
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

乱
開
発
や
卸
団
地
に
相
応
し

く
な
い
施
設
な
ど
を
制
限
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
一
部
に
は

私
権
の
制
限
と
の
ご
意
見
も

あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
ま
ち
づ

く
り
全
体
と
し
て
、
目
的
に

合
う
方
向
性
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
制
限
も
止
む
な
し

と
の
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

　

目
指
す「
ま
ち
づ
く
り
」は
、

「
人
・
物
・
情
報
」の
と
き
め

き
結
節
点
を
目
指
し
て
で
あ

り
ま
す
。

　

協
定
の
適
用
地
域
の
範
囲

は
、
現
在
の
卸
団
地
地
域
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、現
組
合
員
、
今

後
加
入
す
る
企
業
、
更
に
は

団
地
内
に
土
地
建
物
な
ど
を

保
有
す
る
企
業
も
加
え
、
団

地
全
域
の
秩
序
あ
る
発
展
を

指
向
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
組
合
の
定

款
の
定
め
る
業
種
の
事
業
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
に
相
応
し
く
な
い
も
の
は

制
限
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

具
体
的
な
例
を
挙
げ
ま
す

と
、
制
限
す
る
建
物
な
ど
は
、

ア
パ
ー
ト
・
養
護
施
設
・
風

俗
営
業
・
遊
戯
施
設
・
旅
館
・

ホ
テ
ル
な
ど
の
新
築
、
ま
た
、

そ
れ
ら
へ
の
改
築
な
ど
で
す
。

　

外
観
な
ど
は
、「
上
田
市
景
観

計
画
」に
基
づ
く
も
の
で
、
詳

細
が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

協
定
の
運
用
に
つ
い
て

　

協
定
の
締
結
は
、
組
合
と

組
合
員
並
び
に
団
地
内
の
関

係
者
の
間
で
締
結
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
こ
れ
か
ら

理
事
会
並
び
に
総
会
の
決
議

を
経
て
か
ら
個
々
に
締
結
さ

れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
こ
の
協
定
を
ど

の
よ
う
に
運
用
す
る
か
で
す

が
、
上
田
卸
商
業
協
同
組
合

の
中
に「
ま
ち
づ
く
り
協
定
運

営
委
員
会
」を
設
置
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
に
対
処
し
て
い

き
ま
す
。

　

協
定
の
発
効
は
、
締
結
の

完
了
時
で
あ
り
ま
す
が
、
平

成
26
年
４
月
を
目
途
で
進
め

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

地
域
協
定
は
、
法
律
や
条
例

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
罰

則
規
定
な
ど
の
厳
し
い
内
容

は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
協
定
の
出
来

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
員

の
各
社
の
事
業
環
境
が
整
い
、

更
に
は
卸
団
地
の
地
域
が
、

魅
力
あ
る
街
に
発
展
し
て
、

団
地
と
し
て
の
価
値
の
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
良
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
、
ま
ち
づ
く
り
協

定
の
制
定
に
至
り
ま
し
た
経

過
と
、
目
的
、
内
容
の
概
要

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
協
定
の
詳
細
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
の

六
月
頃
ま
で
に
は
皆
様
に
お

示
し
し
、
ご
意
見
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
の
協
定
制
定

の
た
め
の
総
会
を
開
催
し
て

ご
承
認
い
た
だ
く
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

上
田
卸
団
地

　
　

ま
ち
づ
く
り
協
定
に
つ
い
て

副
理
事
長　

高
橋　

牧
尋

今年度６月より組合施設の使用料金は、下記の通りとなります。

Ⅱ 共同倉庫

A～J １区画
66㎡ 月額 50,000円 ５箇所空きが

あります

K �07㎡ 月額 70,000円 １箇所あります

室　名/面　積 利 用 内 容 午前９時～�2時  午後�2時～�7時 夜間�7時～2�時 全日９時～2�時

 大 ホール
�F/330㎡

 会  議  等 �0,000 �6,000 20,000 36,000

 展 示 会 等 �2,000 �9,000 25,000 44,000

 中会議室
 2F/ ��0㎡

 会  議  等 6,000 �0,000 �2,000 22,000

 展 示 会 等 8,000 �2,000 �6,000 28,000

小会議室/43㎡  会  議  等 4,000 5,000 7,000 �2,000

3F会議室/40㎡  会  議  等 3,000 4,000 6,000 �0,000

Ⅰ 卸会館使用料金表（税込）

※組合員の紹介により使用する場合には、従来は組合員使用料金を頂いていましたが、今年度からは、上記利用料金の 20％を引いた料金となります。

Ⅲ 駐車場
第１～

第７
１台
月額 3,700円 駐車場により

少々の空きあり
第８

駐車場
オガワ商店

西側
１台
月額 3,000円 26台分空きが

あります

（組合員の場合は、別料金となります）

（単位    円）
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有限会社
小池折箱店

　弊社は、明治・大正・
昭和・平成と日本の古来
よりある会席料理、弁当
の容器である木の組立に
よる折箱製造販売が市内松尾町から最初の出発点でありま
した。
　現在は、当卸団地の組合員として折箱製造を初めとして
食品容器プラスチック容器、包装資材全般、厨房器具、ポ
リレジ袋、箸、洗剤等々、食に関するものの全ての卸小売
を商っております。
　本社は上田卸団地内にあり、社長以下３名、又、支店と
して佐久市長土呂の佐久流通業務団地内にあり、４名の従
業員計８名で、菓子製造業者、スーパー、食料品店、旅館
ホテル、レストラン飲食店等、及び結婚式場、葬祭センター、
又地元農家の方々の要望にお応えするべく、営業配達業務
を行なっております。
　今日の厳しい環境の中で、お取引先の皆様に満足してい
ただける様従業員一同努力していきたいと思っております。
　社会環境の変化に対応し乍も、忘れ去られている、温も
りのある木の折箱、経木、箸等々環境にやさしく、自然と
調和のとれる容器を復活させて食生活のサポーターとして
取り組んでいきたいと思っております。

株式会社
丸水長野県水

～総合食品流通商社
　　　　　　　として～
１．健康と豊かさへの貢献
２．地域社会の
　　信頼に応える
３．環境の変化に応じた絶えざる成長

　弊社は昭和25年に岡谷市で創業し現在は長野市に本社を置
く長野県に特化した総合食品流通商社です。県内に４つの営
業部を配置し卸売市場を中心に全県を網羅しています。
　事業内容は水産物卸売市場、一般食品・冷凍食品・食肉・
肉加工品の卸売、食品加工、冷蔵倉庫、共配センターを行なっ
ています。
　企業理念に「健康と豊かさへの貢献」「地域社会の信頼に応
える」「環境の変化に応じた絶えざる成長」を掲げ、食を通じ
「安全・安心」「鮮度」「美味しさ」を追求し、消費者と社会に
貢献し、豊かな食生活の提案に取り組んでいます。
　上田市場グループは昭和53年㈱丸水上田綜合食品卸売市場
と合併し水産物卸売市場として現在に至っています。
　今後も全国各地より新鮮な旬の食材を提案し東信地区の食
文化の発展に貢献したいと思います。

株式会社
新　村

　当社は、昭和５年に新村
商店として創業し今年で83
年目を迎えます。現在の株
式会社へは昭和37年に改組
し、包装資材を中心に幅広く営業活動をしております。
　創業当時は麻袋や一空の一斗缶の販売等を手がけておりま
したが、昭和28年に長野県で初めてプラスチック包装資材の
販売を手掛け、現在では包装資材の総合商社として長野県、
新潟県、群馬県、埼玉県に支店営業所を、そして長野県、群
馬県に工場を構えるまでに至りました。
　私共の商品は主に石油を原料としておりますので、環境に
も配慮すべきであると考え、平成14年には県内でいち早く環
境ISOの認証を取得しました。同様に、お客様の環境に対する
ニーズをいち早く捉え、環境に配慮した包装資材の販売も積
極的に取り組んで参りました。
　今の世界的な景気低迷の中、ニーズが環境よりも価格優先
となってきておりますが、今後、環境に対する意識が戻って
くれば当社の強みも発揮できるものと思います。
　これからも、お客様のニーズを的確に捉え、常に先進的な
包装資材の開拓と提供に力を注いで参ります。

株式会社
協和食品

　当社は原町にて、呉服太
物商に始まり、明治・大正、
昭和初期には原町に加え、
踏入において呉服及び製糸
業・製薬業を営んでおりました。その後縮小しつつ、昭和21
年に菓子原料卸売を始めました。アイスクリーム、和・洋菓子、
パンを主力商品として扱い、昭和48年に当卸団地に移転し今
日に至ります。
　現在は「業務用食品・乳製品卸販売業」と「自動販売機ベン
ダー事業」、「不動産業」を３本の柱としてサービスを提供して
おります。多数のメーカー様、生産者様とお取引することで、
安心・安全の食材・商材を吟味し、お客様のニーズにお応えし、
ご提案できるように心がけております。
　当社の取り扱い品目も時代の流れにより繊維、医薬品、不
動産、食品と変遷してきました。現在の社名になってからは
食品の比重が特に大きくなっております。しかし、どのよう
な商材を取り扱おうと、お客様と共に歩む気持ちを大切にし
て日々励んでおります。今後も社名の「協和」という言葉を胸
にし、「皆様の豊かな生活形成の為に私達は何が出来るのか」
という事を常に問いかけながら歩んで参りたいと思います。

卸団地企業紹介

卸団地のメンバーを順次ご紹介いたします



平成25年４月１日　［4］上田卸団地だより第 ６ 号

行　　　事 月　日 場　所 担当委員会

卸団地だより6号 ４月１日㈪ 関係先配布 正副理事長

春季健康診断
４月16日㈫

17日㈬
組合会館 厚  生

新入社員歓迎会 ４月18日㈭ 組合会館 理事会
春季ゴルフコンペ ４月28日㈰ 浅間高原CC 厚  生
第50回通常総会 ５月21日㈫ 組合会館 理事会
春季一斉清掃 ５月23日㈭ 団地内全域 環  境
夏花苗植栽 ６月中旬 　 花  壇 環  境
卸団地だより7号 ７月１日㈪ 関係先配布 正副理事長
訳あり市 ７月７日㈰ 組合会館 活性化
初期消火訓練 ９月２日㈪ 駐車場 環  境
秋和自治会懇談会 ９月２日㈪ 組合会館 理事会
ソフトボール大会 ９月８日㈰ 真田運動公園 厚  生
卸団地だより8号 10月１日㈫ 関係先配布 正副理事長

大感謝祭
10月10日㈭

11日㈮
組合会館 事  業

バスツアー 未定（秋季） 未  定 厚  生
秋季一斉清掃 10月24日㈭ 団地内全域 環  境
秋季ゴルフコンペ 10月27日㈰ 未  定 厚  生
秋季健康診断 10月下旬 組合会館 厚  生
ボウリング大会 11月22日㈮ プラザボウル 厚  生
冬花苗植栽 11月下旬 　 花  壇 環  境
卸団地だより新年号 １月１日㈬ 関係先配布 正副理事長
新年会 １月中旬 　 市  内 理事会
卓球大会 ３月４日㈫ 組合会館 厚  生

平成25年度の行事予定をお知らせします
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２
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３
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２
月
18
日
に
、
現
職
の
中
小
企

業
庁
長
官
の
鈴
木
正
徳
氏
が
、
上

田
商
工
会
議
所
な
ど
の
主
催
に
よ

る
講
演
会
で
、
中
小
企
業
金
融
円

滑
化
法（
以
下
円
滑
化
法
と
記
し

ま
す
）と
中
小
企
業
政
策
に
つ
い

て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
に
概
要
を
記
載
し
ま
す

　

平
成
24
年
３
月
末
で
、
円
滑
化

法
の
最
終
期
限
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
平
成
21
年
12
月
に

施
行
さ
れ
、
金
融
機
関
が
、
借
り

手
で
あ
る
中
小
企
業
か
ら
申
し
込

み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
貸
付
条
件

の
変
更
等
を
行
う
よ
う
努
め
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
法
律
を
利
用
し
て
い
る
会

社
は
、
全
国
で
30
～
40
万
社（
長

野
県
内
で
も
数
千
社
）も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
会
社
が
、
法
律
の
期
限

で
、
金
融
機
関
か
ら
の
条
件
変
更

や
資
金
供
給
が
滞
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
す
る
。

　

円
滑
化
法
の
利
用
者
の
内
訳

で
は
、
概
ね
20
％
は
業
績
が
向
上

し
、
60
％
は
変
わ
ら
ず
、
20
％
は

撤
退
か
廃
業
を
検
討
な
ど
の
よ
う

で
す
。

事
業
再
生
へ
の
支
援
策
は

①
中
小
企
業
者
の
事
業
再
生
、
転

業
な
ど
が
必
要
な
者
へ
の
対
応

と
し
て
、
全
国
に
、
認
定
支
援

機
関（
地
方
の
金
融
機
関
・
税

理
士
・
商
工
会
議
所
・
商
工
会

な
ど
）を
配
し
、
経
営
再
生
計

画
の
策
定
支
援
や
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
へ
の
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。（
市
内
金
融
機
関
も
認

定
を
受
け
た
）

②
経
営
支
援
と
合
わ
せ
て
公
的
金

融
・
信
用
保
証
に
よ
る
資
金
繰

り
支
援
を
実
施
し
て
、
経
営
支

援
型
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸

付
を
創
設
す
る
。（
商
工
中
金
・

日
本
公
庫
）

③
借
り
換
え
保
障
の
推
進
を
支
援

す
る
。

　

複
数
の
借
入
債
務
を
一
本
化
し

て
、
返
済
負
担
の
軽
減
を
図
る
借

り
換
え
保
障
を
促
進
す
る
。
認
定

支
援
機
関
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

経
営
改
善
に
取
り
組
む
場
合
に

は
、保
証
料
の
一
部
を
減
免
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
各
種
の
中
小

企
業
対
策
が
、
国
の
段
階
で
は
計

画
立
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

利
用
し
た
い
場
合
な
ど
は
、
金
融

機
関
、
協
同
組
合
ま
た
は
中
小
企

業
団
体
中
央
会
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
（
丸
山　

記
）

　
　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の

　
　
　

期
限
到
来
と
中
小
企
業
政
策

第５回　訳あり市

会場 卸会館ホール

期日 ７月７日㈰
午前10：00～午後2：00

活性化事業の一環としてはじめられた訳あり市も、好評の
うちに回を重ね今回で５回目となります。
たくさんの方のご来場をお待ちしております。


